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◆少年時代を過ごした「アカシアの大連」

河田　山田洋次監督と初めてお会いしたのは、1992年9月に大
連で開催された日中国交回復20周年記念のシンポジウムのとき
でした。その際、作家の陳舜臣さんなどと一緒に、大連の街を
あちこち案内していただきました。というのも、山田先生のお
父さんが満鉄（南満州鉄道株式会社）の技術者で、ご自身も少年
時代を大連で過ごされたからです。あのとき、旧居の懐かしい
建物が残っていて、通された部屋に入るなり、「ここは僕の兄の
部屋だった」とおっしゃいましたね。
山田　あのころまでは古い街並みが残っていて、昔の面影があ
りましたね。僕の家も傷んではいたけれど、ドアのノブを握っ
た感触が50年前と同じでした。それから中国はものすごい勢い
で変化したから、その後もう一度訪れたときには、あの家は解
体中で廃虚みたいでした。
 「アカシアの大連」と呼ばれたように、植民地の時代はきれい
な街でした。5月には真っ白な花が街中に咲き乱れ、いいにお
いが街中に漂うんです。花を口に含むと甘くってね、よく天ぷ
らにして食べました。
河田　そのような暮らしも、敗戦とともに一変したのですね。
山田　貯金も株も何もかも消えたんですからね。僕たち日本人
は持っているものを中国人やソ連の軍人に売って食いつなぐほ
かありませんでした。僕と兄は、知り合いの大学の先生が所蔵
していた本を預かり、道端に並べて売ってそのマージンをもら
う、というようなアルバイトもしました。あるとき、中年のお
じさんに「この本いくらで売るの？」と聞かれて、「10円でいい
です」と答えたところ、「君、これは『濹東綺譚』の初版本で、た
いへん値打ちのあるものなんだ。そんな値段で売っちゃだめだ
よ」と言われました。永井荷風の高名な小説であることも、初
版本に価値があることも、中学2年の僕は初めて知ったんです。
残念ながら、その人は買ってくれませんでしたけどね（笑）。

◆記録し続け、語り継ぐべき「歴史」

山田　敗戦2年目の冬でした。引き揚げ船に乗って大連の港を離
れるとき、ソ連の将校が一人、雪の降る岸壁で手を振って見送っ
てくれたんだけど、デッキの日本人は今までペコペコしていたの
に、声高に「ばかやろう、今度会ったらただじゃおかないぞ」な
どと、悪口を浴びせていました。ところが、博多に着いたら岸壁
にアメリカの兵隊がずらっと並んでいる。アメリカ兵はソ連兵よ
りうんとスマートでカッコよく、圧倒されました。その冷たい目
を見ていると、ソ連のやぼったくて人なつっこい兵隊たちが懐か

しくなったりして…。僕たちは大きなリュックをかついだ、言っ
てみれば難民ですからね。この国でも、また大変な暮らしが待って
いるんだなぁとがっかりしたものです。事実、そうでしたものね。
河田　吉永小百合さん主演の近作「母べえ」は、今の学生には暗い
時代の陰気な話のような印象を与えるようです。しかし、戦中・戦
後に苦労された、監督の体験がこういう映画を作らせた、つまり
思い残すことなく、気持ちのうえでもきちっと整理し、若い世代
に伝えておかねばならないと思われたからではないでしょうか。
山田　僕らの少年時代、日本人は中国人を差別し、劣る民族とし
て見ていました。なんていうひどいことをしたんだという負い
目が、僕にはあります。その現実を臨場感をもって語れるのは、
僕たちが最後の世代でしょう。歴史をさかのぼれば、日本人は中
国の文化の恩恵を受け、その文化圏の中にいるわけですものね。
江戸時代の侍は、みんな中国の本を読んで勉強したのでしょう。
河田　江戸時代の人たちの教養のもとは、四書五経を中心とす
る儒教でしたからね。日本人は歴史を忘れ去り、過去を水に流
そうとしがちですが、中国人にとって歴史というのは、記録し
続け、語り継がれるべきものです。そういう歴史観の違いを抜
きにして、中国の悪いことばかりをあげつらう昨今の風潮は残
念な気がします。

◆作り手の思いがスクリーンからにおう

河田　2005年に関西大学へ集中講義に来てくださったときは、
日本映画だけでなく、世界の映画の歴史を踏まえ、チャップリ
ンの名作をはじめ、いわゆる名画をさまざまな角度から解説し
ていただき、院生諸君は感激していました。
山田　学生はみんな熱心で、とても授業のしがいがありました。
映画の歴史は100年を超えていて、素晴らしい映画がいっぱい
あります。それを若い人があまり観る機会がない、というか観よ
うとしない。映画のクラシックも歌舞伎や文楽と同じで、いい
案内人がいると、どんなふうに面白いのかが理解できる。これは
何を意味しているか、どこが見どころなのかを教えられるうち
に面白くなっていく。第二次大戦から戦後にかけて、日本人が
食べるものも着るものもなくて飢えに泣いていた1940年代に、
アメリカ映画はすごい傑作を作っていたことなども分かります。
河田　「文は人なり」と申しますが、文章も映画も同じです。い
い映画には、作った人の思いが込められているのを感じます。
山田　一生懸命に作ると、作り手のその思いが画面に漂うのです。
スタッフ全員の情熱が、スクリーンからにおう。そういうことを信
じなければ、映画は作れません。真剣に作れば、観客に必ず伝わる。
河田　去年の3月、ベルギーのルーヴェン・カトリック大学で、
本学の日本・ＥＵ研究センターによるJapan Weekの行事の一
環として、監督の『たそがれ清兵衛』など藤沢周平原作の三部作
を3日間にわたり上映しました。監督にも参加していただいて、
向こうの映画評論家との対談も行いました。500人ぐらいのホー
ルが満席になり、皆さん笑うべきところではちゃんと笑うし、
泣くべきところではちゃんと泣くし、最後は立ち上がって大き
な拍手。いい映画というのは、国や民族を超えて理解されるも
のだと思いました。

河田学長のかねて念願していた対談が、実現した。
山田洋次監督は、国民的映画といわれた
『男はつらいよ』全48作のあとも
話題作を次々に世に送り出している、日本映画界の第一人者。
スクリーンからしみじみ伝わってくる温かさ、
人間と社会を見つめる確かなまなざしは、どこから来るのだろうか。
2005年から関西大学客員教授を務められている山田監督の話を聴こう。

厄介で困った人間を許容する、
寛容な心が大事
◉山田 洋次  • 

◉河田 悌一  • 
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◆優れた人が愚か者を演じるおかしさ

河田　山田監督といえば、何と言っても「男はつらいよ」。48作
に及ぶという驚異的な人気映画でした。シリーズの最後の舞台
が阪神・淡路大震災直後の神戸で、主演の渥美清さんはがんが
転移してドクターストップがかかっているにもかかわらず、無
理を押して出演なさったと聞いています。監督にとって、渥美
清という俳優さんはどのような方だったのですか。
山田　渥美清さんは、実に優れた人でした。観察力、表現力、
論理的な頭脳、柔軟な感性の持ち主、記憶力もすごかったです
ね。シナリオは全部、暗記していました。あの人がいたから寅
さんシリーズが出来たんです。寅さんを演じているこの人は実
はすごく頭が良くて、優しくて人間に対する深い理解力と洞察
力があるんだということを、観客は分かるんですよ。優れた人
が愚か者を演じ、美人に恋をしてオロオロしたりするから、あ
んなにおかしかったのでないでしょうか。
 私生活では自分の家に人を呼ぶことは一切せず、スターとし
て、公人としての渥美清とは徹底して分けていた。最も身近に
いた僕でさえ、あの人が亡くなって初めて奥さんと会話を交わ
したくらいです。「渥美清の家内です」という電話があり、「昨
日息を引き取りました」と告げられました。「家族だけで密葬し、
それから山田監督に電話して、よろしくお願いしますと言いな
さい」という話になっていたようです。僕が家に伺ったときに
は、骨壺とお線香の香炉があるだけでした、何と徹底した人な
んだろうと、僕は呆然としたものです。

◆次作は賢いお姉さんと愚かな弟の物語

河田　来年1月に劇場公開される小百合さんと鶴瓶さん共演の
『おとうと』は、山田監督にとって10年ぶりの現代劇だとか……。
山田　寅さんシリーズが愚かな兄と賢い妹という組み合わせだっ
たのに対して、今度は賢いお姉さんと愚かな弟の、おかしくて哀
しい物語です。吉永小百合さんのお姉さんにさんざん迷惑をかけ
つづけた笑福亭鶴瓶さんの弟が、行き場のないホームレスの人た
ちに最期の場を提供する一種のホスピスで亡くなるシーンが山
場です。お姉さんの娘を蒼井優さんが演じ、セレブな男との結婚
に失敗し、加瀬亮さんが演じる幼なじみの大工の青年と結ばれ
る話もからみ、ワーキングプアといわれる人たちも登場します。
 今は見て見ぬふりの、冷たい社会になりつつあります。世界
では戦争が続いていて悲惨な死に方をしているお母さんや子ど
もたちがいるし、日本の国内でも毎年、自殺者が3万人を超え
ています。自分の国だけ、自分の家だけ幸せになればいいとい
う考え方を見直すきっかけになればと思っています。
河田　希望とか、ほのぼのとした気持ちというメッセージが、
山田監督の作品には一貫して込められているのを感じます。
山田　「ああ、困ったやつだな」という人間が地域や家族には常
にいる。でもやっぱり彼あるいは彼女も家族の一人、地域の住
民の一人、あるいは学校の生徒の一人だと受け止めて許容する
というような、寛容な気持ちが今の日本に欠けている。一緒に
やっていくしかないなぁというような、あれが来ると問題が起

きちゃうけど、しょうがないじゃないか、あれも仲間なんだか
らみたいな……。寅さんもそういう男です。人間というのは厄
介な存在なんです。いつも穏やかに、全員一致で物事が進むわ
けじゃない。反対や非難があったり、わいわい言い合いながら、
どうにかこうにか話し合って進んでいくというのが、集団のあ
り方ではないかと思うのです。「一糸乱れず」というのは、むし
ろ良くない。

◆図書館で勉強する「美しい学生」であれ

河田　孔子のような偉人も、当時の弟子に苦言を呈したりして
います。確かに今の学生には問題も多いけれど、彼ら、彼女ら
にはいいところがあるのです。例えば、人のために何かしたい
といつも思っている。だから、地震が起こったら被災地に駆け
つける。高校や中学校の教員になるための介護実習などもきち
んとやる。私たちの世代だったら高齢者施設で介助などできな
かったと思いますが、今は若い男性の看護師も増えています。
それぞれの時代、それぞれの良さがあるはず。それを伸ばして
いきたいと考えています。
 山田監督は藤沢作品の前には、教育をテーマにした『学校』と
いうシリーズをお撮りになっています。
山田　どんな先生に巡り合えるかで、一生が決まるんですよ。
それほど先生の仕事というのは大事です。
河田　私はこの年になって、先生というのはなんといっても聖
職だ、と思うようになりました。小中学校や高校の先生だけで
なく、大学の先生もやっぱりある意味で聖職だと思います。
山田　何か悩みや相談ごとがあって教授のところへ行くと、カ
ウンセラーに回されてしまうという話を聞いたことがあるけど、
それじゃ何のために教授がいるか分からないじゃないですか。
河田　最後に、関西大学の学生に何か言葉を贈っていただけま
すか。
山田　僕はこの大学の図書館の立派さに驚きました。日本でも
有数の大学図書館だそうですね。ルーヴェン・カトリック大学
でもそうでしたが、図書館で学生が本を読んだり、調べたりし
ている姿を見ると、いいなぁと思う。こっちまで幸せになりま
すね。広大な図書館を自分の書庫のように自由自在に利用でき
るわけですから、僕も学生時代に戻れてたっぷり時間があれば、
朝から晩まで入り浸りになって勉強するのになぁ。図書館で勉
強する、美しい学生であってほしいと思います。本を読むこと
に夢中になるのは、とても大事なことです。
河田　本を読めば、考えないわけにはいきませんしね。
山田　そして、イメージを豊かに膨らませることができるので
す。イメージを作る映像の勉強は、まず文字で表現することが
必要です。どんな映像かを、言葉で表してみること。言葉でき
ちっと説明できない人は、的確な映像だって作れない。正確な
言葉を使う訓練には、何といっても活字を読むことが一番です。
図書館を利用して、大いに本を読んでほしいですね。
河田　どうぞご自愛のうえ、これからも心にしみる素晴らしい
映画を撮り続けていただきたいと思います。本日はどうもあり
がとうございました。

山田 洋次（やまだ　ようじ）
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 服部 道子 さん

　服部さんは枚方市の自
宅からおよそ2時間かけ
て電車で通学している。
移動時には酸素マスクを
つけ、ボンベを入れた
キャリーバッグを引く。
授業の前に、学舎にたど
りつくのがまず大変だ。
　「坂道を上っている時
は、こんなにしんどいこ
とを何でやっているのだ
ろうと思いますよ。でも、
学ぶことは楽しい。だか
ら坂の上で『楽』が待っ
ていて、今はその前に
『苦』を味わっている。そ
う考えるんです」
　今年3月、関西大学文
学部を卒業した。4月か
らは大学院で哲学を学ん
でいる。卒業式での服部

さんの晴れ姿は新聞等で大きく取り上げられ、話題になった。
それ以来、取材されることが増え、修士論文の準備がなかなか
進まないのが悩みだ。
 論文のテーマはもう決めている。全国初の炭鉱じん肺訴訟と
なった「長崎北松じん肺訴訟（1979年提訴）」の原告副団長を務
めた母親の生き方を考えてみたい。
 何故そのテーマを選んだのか、と聞いてみた。
 「普通の主婦だった母が、父のじん肺症をきっかけに変わっ
た。父亡き後長崎北松じん肺訴訟の原告団副団長を務め、16年

間闘っているうちに社会の問題点に気づき、生きる権利につい
て考えるようになって、強くなったのだと思います。そういう
母の生き方と、いま生きるために闘っている自分の生き方には、
重なり合うものがあるのではないか。ふたつの生に共通する“ほ
とばしる魂”の正体を解明したい、というのが研究動機です」
 じん肺訴訟を理解するために、明治以降の炭鉱の歴史や労働
史から学ぶことにした。自分自身の生について語った卒業論文
に比べると、修士論文はより社会的広がりを持ったテーマに挑
むことになる。
 論文を指導するのは、ベルクソンなどのフランス哲学を軸に、
日本哲学を含めて幅広い分野を専門とする木岡伸夫教授。ゼミ
には学部時代から参加している。「入学したころは心理学を学ぶ
つもりだったのですが、“学びの扉”という授業を通じて哲学の
魅力を知りました。その時の先生の“出会い”と題した講義は、
心に響くものがありました」
 どうしても哲学専修で学びたくなり、“学びの扉”をコーディ
ネートした三村尚彦教授に長文メールで自らの熱意をアピール
した。「すると先生から即刻、“あなたが求めているものは哲学で
す。一緒に勉強しましょう”という返事が返ってきたんですよ」
 そんな話をする服部さんは嬉しそうで、とても生き生きとし
ている。学ぶことの一番の魅力は？と聞くと「できた、という
喜び。達成感です」という答が返ってきた。
 「余命5年」と告げられてから9年が過ぎ、57歳になった。主
治医には「病気の進行が遅い」と言われている。「なぜ元気でい
られるのか、と不思議に思うこともあります。きっと勉強する
ことが体に合っているのでしょうね」
 読者へのメッセージは「絶対あきらめない」。近年医療の進歩
はめざましく、よい治療薬も出てきた。
 「どんなことがあっても、私はあきらめない。そのためにも、
しっかり体調管理しています」

 山里さんは千葉県の出身。何の縁もない関西に来ることになっ
たのは“お笑い”をやるために吉本総合芸能学院（NSC）に入りた
かったからというのは知られているところ。
 「高校卒業と同時にNSCに入ろうと思って親に話をしたら『あ
なたと今まで一緒に過ごしてきたけれど面白いと思ったことが
ない。それなのにいきなり高校を出てやみくもに大阪に行くの
は許せない』と大反対された。諦めるなんてできなかったので
話し合いの結果、関西で10人が10人即答できる有名な大学に
入れたら関西行きを許してやるとなって、探した結果が関西大
学だったんです。パンフレットを見てさらにここでキャンパス
ライフを送ってみたいと猛烈に勉強しました」
 1年間の浪人生活の後、念願の関西大学に合格。“お笑い”が
最終の目標だったためその夢に少しでも多くのことが活かせる
ようにと文学部の教育心理学を専攻。寮で4年間を過ごした。そ
れまで「実は人見知りで、人と目をみてしゃべるのも苦手。緊
張するタイプだった」気質が4日間にわたるバンカラ気質あふ
れる“熱い歓迎”の入寮オリエンテーションで一転。「心配して
いた関西での生活の不安」も同時に消し飛んだ。
 その後は大学生活を謳歌するという言葉通りの毎日。授業で
楽しみサークルで楽しみ、イベントにも全力で取り組んできた。
 「当初2年間はお笑いを目指して来たことを忘れて大学生活を
堪能していました。このまましっかり勉強をして教員免許も取っ

て面白い先生になっちゃおうかなんて思い始めた頃に、寮のOB
から喝を入れられてNSCに願書を出したんです。この時の先輩
からの後押しがなかったら“お笑い”はやっていなかったと思い
ます。ゼミの山下栄一先生にも本当にお世話になりました。山
下先生は『自分の夢を見つけてそれを一番大事にしながら学業
を行っていけばいい』と僕の夢に対してとても寛容で、レポー
トでも心理学とお笑いを結びつけてくれたりして、僕の“お笑
い”への夢というのは周りの人にすごく恵まれてきて叶ってき
たように思います。これからの夢は『面白いと言われ続けるこ
と』と『楽しい毎日を過ごすこと』ですね」
 卒論は「笑いについて」。どうやれば笑いが起こるのかについ
て書いた。浪人時代の1年と大学2年間の3年間のお笑いブラン
ク期間が幸いし、NSCでは黄金期といわれる22期生という強
運の持ち主でもある。今はレギュラー番組も多数持つ売れっ子
になり、先日は番組企画で母校ロケも行った。
 「僕が一番ラッキーなのは夢に向かっていく過程が楽しかった
ところ。あとは目標を見つけていたこと。大学生活って自分で
時間をコントロールできるから目標を持った時点で夢を叶える
ために今何をするのかという逆算ができるようになる。自分の
目標に直結させていく作業に移せるのが大学生の醍醐味。そこ
にいかに遊びを組み込むかとか、その遊びを自分の目標にいか
にリンクさせられるかってことを考える作業ができれば、こん
なに充実した4年間はないというような毎日を過ごせます」
 “大学愛”に満ちた先輩が後輩たちに熱いメッセージを残して
くれた。

最高に楽しかった大学時代の思い出と
同じテンションで話ができる毎日を送りたい

 

山里 亮太─やまさと りょうた
1977 3

NSC 2003
2004 ABC

 2001 山里 亮太 さん

難病を抱えながら、
文学部を卒業して大学院へ

服部 道子─はっとり みちこ
2000
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■研究最前線

Research Front Line

MST

現代社会に適したグリーフ・カウンセリングの啓蒙

 
　富田 拓郎 准教授

■構成主義的な心理療法の啓蒙への取り組み

─「子どもを亡くした親の調査」について。
 この研究では約170名のアンケート調査と約100名の面接を
行いました。遺族にはからだの不調や離婚など、付随していろ
いろな経験が起こります。死別の経験を人に話し、悲しみ自体
は癒えることはないけれど、前を向いて生きたい。そのきっか
けにしたいからと話してくれた人が多いと感じました。SIDS（乳
幼児突然死症候群）やインフルエンザ脳症はほんの数時間の出来
事です。客観的に見ると親のせいではないのに、地方の風土と
して周囲から「あんたがもう少しちゃんと見ていれば」と攻めら
れてしまうこともあります。子どもを亡くした親には強い自責
感が伴い、それを抱えたまま暮らすので、周囲の人間関係がぎ
くしゃくします。あなたのせいではないと言われてそう思える
人もいれば、なぐさめが言葉として入ってきても実感として伴

わない人もいます。これが死別に対する「悲嘆」の意味づけとな
ります。近年の研究で、専門家はこの意味づけが人によって異
なることを認識したうえでアプローチし、面接しなければとい
う考え方が強まってきました。
─それが構成主義的な心理療法なのですね。
 そうです。米国の臨床心理学者ロバート･A･ニーマイアーが、
構成主義の世界的な権威です。啓蒙の意味をこめて、我々が彼
のオリジナル本を抜粋して訳したものに『喪失と悲嘆の心理療
法～構成主義からみた意味の探究』（ロバート・A・ニーマイアー
編・金剛出版）があります。ここに書かれているのは「喪失（死
別）、悲嘆というものは一様に決まるものではなく、人によって
いろいろな意味合いを持つものである」ということです。ある
人にとっては絶望的であり、そこから得るレジリエンスから別
の生き方を見つけていくという人もいます。編者によれば「悲
しむこととは、喪失が直面させた意味世界の再確認、あるいは
再構成を必然的にもたらす」ということになり、「喪失によって
この世界の意味の再構成が生じる」という意味です。
─従来の心理療法とどこが違いますか？
 従来の臨床は決められた理論枠の中で行われていましたが、
構成主義はむしろ枠組みを作らず、面接では決まった定式的理
論に縛られることなく、クライアントの認識論を重視します。
そのうえで世界に対する意味づけをどう考えているのか、感じ
方考え方を聞かせてもらい、そこから見えてくるものを知りた
いという形で進めていきます。
─専門家の現状とこれからの展望は？

 日本ではこのような視点で臨床を行っている人が非常に少な
く、専門家のアプローチとして「悲しみ」が一定のプロセスを経
て解決に至るものという見方もあります。ある新聞記事に「あ
なたはもう2年経ったから、悲しみから回復するはずよ」と、臨
床心理士による遺族の方へのコメントが紹介されていました。
これにはがっかりしました。悲しみに期限などありません。「悲
しみ」に対する意味づけは、まさに個人の選択です。ある人は
それを機に前へ前へと生きていこうとします。また、生きてい
る価値もないと死の一歩手前のような考え方を起こす人もいま
す。専門家には時期や段階にこだわってほしくありません。
 被害者支援、遺族支援が重視されている今の世の中で、死別
への理解と知識のある臨床家を育て、それを高めつつ啓蒙活動
を行うこともこれからの私の大きな仕事だと考えています。
 また、すべてのケースが構成主義に合うかどうか、まだ日本
では検証されていないので、それを含めて自助グループなどと
連携をとりながら、苦しんでいる人が前向きに生きていけるよ
うな支援をシステムとして動かしていくことをトータルに考え
ていきたいと思っています。

■青少年の反社会行動に対する
　MST（マルチシステミックセラピー）の導入

─もうひとつの取り組みであるMSTとは？
 米国サウスカロライナ医科大学のスコット・ヘンゲラー教授
らが開発した青少年の暴力、破壊、非行、犯罪行動に対する心
理学的介入技法で、問題行動を起こした本人の家族を中心に

様々な介入を行います。欧米諸国では、思春期の児童や青年期
の反社会的行動への介入技法として最も知られた技法のひとつ
であり、科学的にも効果が実証されています。
─青少年における問題と導入による展望は？
 近年、日本の学校現場で増加している問題として不登校、発
達障害への対応、暴力行動などがあります。なかでも暴力は、
不良仲間とのつながり、非行少年の夜間徘徊、家族の問題など
要因が様々であり、トータルに扱える専門家が少ないのが現状
です。
 また、少年犯罪の矯正処遇制度の問題もあります。法を犯し
た少年は少年院や少年刑務所に入ります。しかし、そこを出て
現実社会に帰ったとき、好むと好まざるとに関わらず、元のよ
くない家族、友達といったマイナスの環境に戻ってしまいます。
結果的に何年かの矯正処遇は水の泡となるのです。日本で唯一
機能している施設外処遇として保護観察制度がありますが、保
護観察官ひとりで相当な数のケースを担当するため、地域のボ
ランティアである保護司が実際には少年と接することになりま
す。本来であれば保護観察官と保護司の間を取り持ち、子ども
に専門的知識を持ってアプローチしつつ、地域コーディネイト
をする役割が必要ですが、こうした専門家は日本にほとんどい
ません。
 MSTのプログラム導入により、問題を抱える子どもに対し環
境全体をターゲットとするアプローチが可能であると考えてい
ます。スタッフの育成や財政基盤の確保など課題も多いのです
が、まずは啓蒙活動を続けることが重要と思っています。

•

遺族を支援する
心理療法の確立を目指す

Bonanno, 2008
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ナノスケールの切削加工機開発に向けて

■環境配慮型産業の発展を担うナノ加工技術

─ナノテクの中でも超小型の加工機の開発は、まだ実用化が
進んでいないそうですね。
 ナノテク分野では、光や圧力を測定するセンサ技術などはす
でにさまざまな分野で幅広く利用されていますが、素材に力を
加えて、切ったり曲げたりする加工技術は、現在のところ実用
の段階に達していません。しかし、巨大設備を使って大量に生産
するという考えを改め、環境に負荷を与えない、資源のむだ遣
いをしない、省スペースで必要な量だけを短時間で作っていこ
うというこれからの産業のあるべき姿を考えると、マイクロマ
シンへのニーズはますます大きくなることは間違いありません。
─山口先生の微細加工技術についてご紹介ください。
 私の研究室では、マイクロマシンの開発に欠かせないアクチュ
エーターの開発に取り組んでいます。アクチュエーターとは、
電気などのエネルギーを与えると機械を動かす装置です。私た
ちは昨年アクチュエーターを作成し、動かされる側の機械の開
発も行いました。それはナノメートルサイズの極小なヤスリの
ような切削部品でした。しかしこの部品を十分に稼働させるに
は、そのアクチュエーターでは全くパワーが足りなかったので
す。そこで、原点に戻ってアクチュエーターの再設計を行いま
した。
─今回開発されたアクチュエーターは、従来の試作品の120
倍の出力を実現しましたね。
 電気エネルギーを効率よく駆動力に変えるためのデザイン変
更には頭を悩ませました。アクチュエーターには櫛の歯型をし
た部分があり、この歯を細くして数を多くすれば理論上効率が
あがります。しかし櫛を細くせず歯を増やしてもアクチュエー
ターが大きくなるだけで、かえって逆効果になります。試行錯誤
の結果完成した今回のデザインでは、歯の数が24倍となりまし
た。従来型よりも90倍の大きさになったものの、120倍という

大きな駆動力を実現し、切削部品を十分に動かすことができま
した。今回の研究からは、将来のマイクロマシン開発につながる
貴重なノウハウが得られたと実感しています。今後はさらに高
出力なアクチュエーターの開発に取り組みたいと考えています。

直動型静電マイクロ
アクチュエーターの高出力化に挑戦

　山口 智実 教授

Research Front Line

■未知の分野を切り開くのは、知識の蓄積と豊かな想像力

─マイクロマシンの研究で注意しているのはどんな点ですか？
 小さいものに携わっているという認識をしっかり持つという
ことですね。ナノスケールの世界では、静電気や材料表面の粘
着力など、マクロスケールではあまり注意を払う必要のない要
因も大きな影響を与えます。このような作用について理解を深
めるにはしっかり知識を積み重ねていく努力と、可視化できな
い世界で「今、何が起きているのか」を視覚的にイメージする想

像力の両方が必要です。
─研究の発展につながるアイディアはどうやって生み出され
るのですか？
 私はつねづね学生たちに「思いついたら、とにかくやってみ
よう」と言います。ナノテクノロジーに限らず素晴らしい発想
は、挑戦と失敗を繰り返すことから生まれるものではないでしょ
うか。これからも、頭と体の両方を動かして新しいことに取り
組んでいきたいと思います。

3

5600

DEVELOPMENT OF MESO-SIZED MACHINE 
WITH MICROACTUATOR AND MICROPYRAMIDS
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◉小中高一貫校設立の意義とメリット
米津　関西大学は123年の歴史と伝統がありますが、小学校だ
けがありませんでした。そこで、新たに小学校を設置し、21世紀
の世界を切り拓く「考動力」のある人間を育てるために、小学
校・中学校・高等学校・大学・大学院までの一拠点一貫教育を
展開します。小中高一貫教育のメリットは大きく次の5点です。

 2010年4月、関西大学はJR高槻駅前に『高槻ミューズキャン
パス』を開設します。新キャンパスでは本学初となる小学校をは
じめ、中学校、高等学校、大学、大学院を設置し、同一キャンパス
内での一貫教育を展開することになります。児童・生徒募集開始
にあたり、開設準備を推進してきた米津俊司 中等部・高等部校長
と田中明文 初等部校長（いずれも就任予定者）に話を聞きました。

◉初・中・高等部の教育目標
米津　関西大学の教育理念である「学の実化」に基づき、小中
高一貫教育を通して「確かな学力」「国際理解力」「情感豊かな
心」「健やかな体」という4つの力をバランスよく育て、高い倫
理観と品格を兼ね備えた「高い人間力」のある人間を育てるこ
とをめざしています。国際理解力というのは、単に英語力をつ
けるというのではなく、異文化理解や他国の人と共に生きてい
ける力をつけることであり、我が国の文化への理解を深めるこ
とも含まれています。ネイティブの外国人教師が体育や家庭科
等の授業に入って教えるというダブル指導体制を導入するほか、
キャンパス内に茶室を造り、茶道や礼儀作法も教育活動や部活
動に取り入れます。子どもだけでなく、保護者も一緒に伝統文
化に触れる機会を作りたいと考えています。

◉カリキュラムの特色
米津　初・中・高等部を通しての教育の特色として、まず、「英
語考動力を育む」ということがあげられます。初等部1年生か
ら毎日15分のモジュール学習を取り入れ、3・4年生では3時
間、5・6年生では4時間の英語学習を実施します。中等部では
週7時間の英語授業で実践的な英語力を育て、高等部では将来
にわたって役立つ専門的な力をつけます。また、海外の提携校
との交流や英語合宿、海外英語研修なども計画しています。
 2つ目は、発想、思考、表現力を高める「ICT教育」です。コ
ンピュータの使用法を教えることが目的ではなく、表現やコミュ

ニケーション、学習のツールとして、様々な学習の中でインター
ネットやコンピュータを活用することが私たちの考えるICT教
育であり、全国に先駆けた教育となります。
 3つ目は、「高い思考力」を育てる教育です。各学校段階での
接続ギャップのない「スパイラルアップ型教育」を導入し、内
容を深めながら発達段階に応じて繰り返し学び、確かな学力を
身につけます。12年を見据えたカリキュラムだからこそ、必要
なところに充分なパワーを注ぐことができるのです。

◉その他、特長的な取り組み
田中　他にはない取り組みとして、「e-Portfolio（電子ポート
フォリオ）」の導入があります。子どもたち一人ひとりの活動や
学習の記録、作品等を12年間を通し、データとして蓄積するの
です。子どもたちは過去の自分の成績、読んだ本、レポート等
すべてを振り返ることができます。また、教師は子どもたちを

大学

高等部

中等部

初等部

スパイラルアップ型
教育の展開

確かな学力 国際理解力

情感豊かな心健やかな体

高い人間力

•中等部・高等部 校長就任予定者

 
•初等部 校長就任予定者
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深く知ることができ、生活指導や進路指導のツールとしても役
立てます。
 読書教育にも注力し、図書館に専門家を入れた12年間の読書
指導の展開により、子どもたちに自らの読書生活を創造させま
す。また、ICTとの併用で、広い知識が得られるようになるで
しょう。

来春、
高槻ミューズキャンパス

開設

米津　総合情報学部や地域と連携し、従来の教室での学びだけ
ではなく、他校や地域社会などと共に学ぶ「ハイブリッド型教
育」も実践します。例えば、地域の医療機関と連携しながら生
命について学習し、安全問題に取り組みます。まわりには自然
環境も整っているので、自然体験学習や環境学習にも取り組む
予定です。
米津　新キャンパスにおける私たちの夢は“ファミリー”として
子どもたちを育てることです。今の子どもは兄弟が少ないため、
我慢する、分け与える、思いやりを持つ、優しくする…などの人
間力の基本となる力が弱いように思います。だからこそ、一貫
教育の中で縦の人間関係を大切にする教育を行いたい。初等部
生には少しだけ未来のモデルとして中等部生がいます。高等部
生は初・中等部生にお手本とされることで責任感も培われるで
しょう。教育とは、教師と子どもが互いに気持ちを共鳴し合い、
子どもたちの「人を信じられる心」「生きる勇気」「自分に対する
自信」等を育てながら、夢や希望を実現する力を養っていくこ
とだと私は考えます。そして、私たちはそういう学校をめざし
ています。世界で活躍する心の豊かな人間を育てたいのです。
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■社会貢献・連携事業／地域連携

 関西大学と大阪市立大学、大阪府立大学は、昨年11月6日、
大阪都市圏に立地する大学としてより活発な相互交流を推進す
るため、幅広く連携を強化していくことに合意し、包括連携協
定を締結した。その連携事業のひとつとして、7月18日に大阪
市中央公会堂において三大学連携記念公開講座「水都大阪 “汽
水”文化の都市と暮らし」が開催された。基調講演は、建築家で
あり関西大学客員教授、東京大学名誉教授である安藤忠雄氏に
よる「水辺と都市～大阪の可能性」。パネルディスカッションで
は「なにわの履歴書　汽水文化が生んだ都市と暮らし」につい
て、関西大学の高橋隆博教授、大阪市立大学の谷直樹教授、大
阪府立大学の橋爪紳也教授が論議を交わした。

 この取り組みの事業期間は平成21～23年度ですが、現行カリキュラ
ムに基づく共通科目の開設からスタートし、専門科目や実験実習科目、
演習科目の開発ならびに新カリキュラムの策定、遠隔講義システムの
整備など、教育支援ネットワークの充実も含めた教育環境の整備を推
進していきます。また、高槻市内にキャンパスを持つ3大学の連携とい
う好条件を活かし、高槻市の行政、地域コミュニティとも協力して小
中高校生との交流、市民公開講座などを実施し、学問の地域還元と地
域での交流活動の強化に向けて積極的に取り組んでいく予定です。

 関西大学では、将来の目標実現に向けて自律的に「考動」でき
る力を有した学生を育成するために、入学時からの導入教育、キャ
リア教育、インターンシップ、多様な就職活動支援など、段階的
なキャリア形成支援を展開しています。

 関西大学と城陽市は、包括的な連携を行うことで合意に達
し、7月17日に河田悌一学長、橋本昭男市長らが出席して調
印式を行った。今後は、活力ある地域づくりと大学の活性化
に寄与することを目的に連携協力することとしている。今回
の連携協定は、関西大学が同市の地下水保全において「城陽市
総合的な地盤及び地下水環境保全に関する調査」などの調査
研究等に協力したことなどが契機となった。

 関西大学は浪速中学・高校を運営する学校法人大阪国学院
と連携協定を結び、6月9日に正式調印した。来年4月から浪
速中学校に6年間の一貫教育を行う「関大クラス」を設け、学
校名も「関西大学連携浪速中学校」に改称する。また浪速高校
は従来の推薦枠を拡大し、入学前教育が受けられる高大接続
パイロット校として高大連携教育を推進することとなる。

 近年、医療・福祉分野への工学の貢献は著しいものがあります。
機械工学分野では各種の医療用装置やロボットなどの研究開発が
活発に進められ、また製薬工学が発達して、製薬研究の中核を担う
ようになりました。しかし、人体を対象とする医学とモノを対象と
してきた工学との連携体制は十分でなく、本格的な医・工・薬学
分野の連環を実現するためには融合した教育体系・研究基盤の構
築が不可欠です。こうした社会的要請に応えるべく関西大学では
数年前から「医工薬連環科学」の体系作りに取り組んできました。
その中で教育システムの構築に関するプログラムが平成21年度
文部科学省「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラ
ム」に採択されました。医工薬各分野の相互理解を助ける教育カ
リキュラムを策定・実施するため、関西大学、大阪医科大学、大
阪薬科大学の3大学が共同で「医工薬連環科学教育研究機構」を設
置。高槻市など地域への社会貢献を含め、歴史のある3大学がチー
ムを組んで、「人間理解」をキーワードに、生命への洞察力と実践
的な問題解決力を育む新しい人材育成の拠点を形成していきます。

平成21年度「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム」に採択 平成21年度「大学教育・学生支援推進事業」学生支援推進プログラムに採択
　「医工薬連環科学」教育システムの構築と社会還元～分子から社会までの人間理解～

 本学では従来より大阪医科大学、大阪薬科大学と学術協定を締結
し、医療・福祉などの分野で期待される総合的知識や幅広い理解力
を育てるさまざまな連携事業を進めてきました。今回採択された本
プログラムは、この連携をさらに発展させたものです。取り組みの基
盤となる「医工薬連環科学」は、自然科学の幅広い分野を扱う生命科
学の中で特に健康・医療に関わる医学・工学・薬学を融合し、3分野
の協調によって医療や福祉の現場での問題解決を進めようという目
的を持った学問体系です。従来の生命科学領域になかった医工薬連
携の全国モデルづくりをめざし、取り組んでいきたいと思います。

•化学生命工学部
 生命・生物工学科
土戸 哲明 教授

プログラムの特色

プログラムの概要

•システム理工学部
 機械工学科
倉田 純一 准教授

 今回採択されたキャリアサポートプログラムは、平成18年度
「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）」に採択された
「総合大学における標準型キャリア教育の展開～学生一人ひとり
の勤労観・職業観を育む関西大学キャリア教育プログラム（K-CEP）
～」の取り組みを延伸させた内容となっています。
 具体的には、雇用環境が厳しい中でも、多くの企業や各種団体
の協力のもとに、学内企業セミナーや各界で活躍する卒業生との
懇談会等の多彩なプログラムをダイナミックに開催して学生の就
職活動を力強く支援します。さらには、従来のキャリアデザイン
ルーム等での相談対応に加えて、キャリアセンター事務室内に専
門相談員を配置して、学生一人ひとりに丁寧できめ細やかな相
談・指導ができる体制を強化します。

•キャリアセンター事務局
吉原 健二 事務局長

教育支援ネットワーク概念図
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新学長決まる　楠見晴重教授、第40代学長に選出

 7月29日、河田悌
一学長の任期満了に
伴い、次期学長を選
出する学長選挙会が
行われた。選挙権者
は関西大学学長選挙
規定第9条第4項の定
めに基づき、現職か
つ専任の教授、准教
授、専任講師、助手
および副手で、当日
の有権者数は612人、
投票者数は559。開
票の結果、楠見晴重

教授が投票総数559票中、284票を獲得し、第40代の関西大
学学長に選出された。任期は10月1日から3年間。
 楠見教授は関西大学大学院を修了し、1982年関西大学工
学部の助手として着任。専任講師、助教授を経て、2002年
に教授就任。その後の工学部改編に伴い、2007年から環境
都市工学部教授、同学部長を務める。2008年より理事を歴
任。研究分野は地盤工学。

高槻ミューズキャンパス
「初等部・中等部・高等部」児童・生徒募集開始

 2010年4月開校予定の『関西大学高槻ミューズキャンパス』
に設置される「関西大学初等部・中等部・高等部」（いずれも
設置認可申請中）の児童・生徒募集概要が発表された。入試
説明会は8月より順次開催中。

ICISが東アジア文化交渉学会を創立
CSACも国際シンポジウムを開催

 関西大学は文部科学省グローバルCOEプログラムの拠点
である文化交渉学教育研究拠点（ICIS）が中心となって東アジ
ア文化交渉学会を設立し、6月27日、千里山キャンパスで、
創立総会ならびに記念講演会、第1回年次大会を開催した。
テーマは「多元文化交渉への新しいアプローチ」。記念講演は
文化庁長官の青木保氏、基調講演は国立台湾大学人文社会高
等研究院院長の黄俊傑氏により行われた。
 また、翌28日にはアジア文化交流研究センター（CSAC）第
5回 国際シンポジウムを同キャンパスで開催。テーマは「東
アジアにおける文化情報の発信と受容」、基調講演は本学の
藤田髙夫教授と松浦章教授により行われた。
 この度の東アジア文化交渉学会創立にあたり、入江昭氏
（ハーバード大学名誉教授・東アジア文化交渉学会顧問）、マー
ティン・コルカット氏（プリンストン大学教授・東アジア文
化交渉学会理事）、フランシス・フクヤマ氏（ジョンズ・ホプ
キンス大学教授）、ウィリー・ヴァンドゥワラ氏（ルーヴェ
ン・カトリック大学教授・CSAC研究員）の4氏に関西大学の
名誉博士号を贈呈することが決定し、両日において贈呈式も
行われた。

リクルート社『進学ブランド力調査2009』で
関西圏第1位

 株式会社リクルート社が実施した『進学ブランド力調査
2009』において、昨年に続き、関西大学が関西圏における
「志願度」「知名度」の両ランキングで第1位となった。この調
査は、関東・東海・関西エリア在住で2010年3月に卒業を
予定している高校生74,000人を対象に行われ、関西圏にお
ける本学のブランド力の高さが示されることとなった。

http://www.kansai-u.ac.jp/tnc/exam/index.html
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